
  

                                            

 

 

 

口絵 4 柏崎市役所の災害対策本部の廊下に張り出さ

れた状況報告 
  【平成 19 年 7 月 19 日】 

Fig. 4   The situation reports which was posted on the 
corridor of the disaster response headquarter of 
the Kashiwazaki City hall. 

(July, 19th, 2007) 

口絵 5 柏崎社会福祉協議会に設けられたボランティ

アの受付 
【平成 19 年 7 月 19 日】

Fig. 5      The council of social welfare of Kashiwazaki 
City has opened a reception desk of volunteers.   

          (July, 19th,2007) 

 

口絵 6 柏崎市役所裏から支援物資を運ぶ市民ボラ

ンティア 
【平成 19 年 7 月 19 日】 

Fig. 6    Civic volunteers had carried out support 
materials by hand from the backyard of 
Kashiwazaki-City hall.   

(July, 19th, 2007) 

口絵7 柏崎市閻魔通り商店街で行われた市民による炊

き出し 
【平成 19 年 7 月 19 日】

Fig. 7    Emergency food was distributed to the victims of 
the Emma-dori shopping district. 

(July, 19th,2007) 

は じ め に 

 

 平成 19 年 7 月 16 日に発生した新潟県中越沖地震は，柏崎市と刈羽村を中心に死者 15 名，負傷

者 2,300 名余，住宅全壊約 1,300 棟を出す被害をもたらした．災害直後に東京電力柏崎刈羽原子力

発電所の変圧器施設から火災が発生し，マスコミで生中継されていたにもかかわらず被害状況が

なかなか発表されなかったことで，原子力発電所に対する国民の信頼が大きく揺らいだことは記

憶に新しい．さらに発電所の敷地に関する地盤調査や余震観測などを通じて，敷地のほぼ直下に

活断層が存在していた事実が確認され，地震国日本の原発の地震対策や，地震動予測地図の検討

にも大きな見直しを迫ることになった．平成 20 年 9 月末の段階で，柏崎刈羽原子力発電所の運転

再開のめどは立っていない． 

 このように原発震災とさえいわれた中越沖地震であったが，一方で中心被災地であった柏崎市

では住民が主体となって被災者への支援を積極的に行っていたことはあまり報道されていない．

柏崎市は国の推進するコミュニティ政策のモデル地区の一つに選定されていることもあり，被災

後に救助活動や非常に迅速な避難所開設などが行われたことは，これからの日本社会が迎えるで

あろう少子高齢化という大きな社会変化の中で，われわれが例外なく取り組まねばならない地域

防災力の低下を阻止するために，重要なヒントが数多く含まれている事例であったと考えられる．

独立行政法人防災科学技術研究所では，災害直後の現地調査から始まり，柏崎市役所との共同研

究協定を提携したことを契機に，市の各担当部署の責任者へのインタビュー，市が作成した各種

震災対応記録の分析や，被災コミュニティ関係者への聞き取り，さらには柏崎市民，町内会，コ

ミュニティへのアンケート調査などを通じて，この震災について多角的な分析を行った．その中

には地域住民の情報源として活躍した地元のコミュニティ FM 放送局である FM ピッカラの放送

内容の分析も含まれている．本報告書はそれらの結果をもとに，災害記録として研究に活用でき

る形に取りまとめたものである．以下に各章の内容を簡単に述べる． 

 第 1 編「新潟県中越沖地震災害の特徴」では，この震災全般の特徴，注目点，社会的意味，課

題などの概要を整理し，災害時系列（タイムライン）によりその経過を概観する．第 2 編「柏崎

市行政の災害対応と課題」では，柏崎市の行政職員への聞き取り調査，アンケート結果などに基

づき，この震災に対する初動期を中心に基礎的自治体の災害対応の実態と課題について分析した．

第 3 編「地域防災力の実証的把握の試み：柏崎市民アンケートによる分析」では，平成 19 年新潟

県中越沖地震で被災した柏崎市民への質問紙調査により，柏崎市民が被災生活の質をどのように

評価しているのかについて分析を行った．またその結果が帰属コミュニティによってどの程度説

明できるのかを分析することによって，地域防災力を実証的に評価した．第 4 編「柏崎市のコ

ミュニティと災害対応の課題」では，行政の災害対応記録や基礎的な社会統計データ，コミュニ

ティ関係者へのインタビューなどからコミュニティ主体による避難所運営の実態や，代表的な３

コミュニティの共通点や相違点などを分析した．第 5 編「コミュニティ FM による災害放送の実

態と今後の課題」は，地元のローカル FM 放送局である FM ピッカラが，災害時にどのような放

送を行い，それは市民や行政にどのような影響を与えたのかを分析したものである． 

 本調査は、さまざまな関係者にお世話になった．柏崎市役所の関係者，各コミュニティの関係
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者，地元鮮魚商組合の関係者，NPO 関係者，そのほか数えられないほど多くの方々のおかげでこ

の研究が実施できた．ここに記して謝意を表すとともに，被害に遭われた多くの市民の方々にお

かれては，早期の再建が実現することを祈念申し上げたい．なお本報告書の内容については，執

筆者がすべての責任を負うことを申し添える． 
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